
重症心身障害児者及び医療的ケア児者の実態調査の実施について 
 

  

障害福祉事業課  

 

 重症心身障害児者及び医療的ケア児者の地域別の実数や当事者ニーズを 

把握し、支援体制の充実を図るため、実態調査を実施します。 
 
 

１ 背 景  

○ 医療技術の進展等により、日常的に医療的ケアが必要な児者が増加し、 

支援の充実が課題となる中、その人数や生活実態が把握できていない。 

○ Ｈ２８年に児童福祉法が改正され、医療的ケア児に対する各種支援の 

連携体制整備（協議の場の設置等）が地方公共団体の努力義務とされた。 

 

 

２ 調査概要  

調査目的  県内の重症心身障害児者及び医療的ケア児者の地域年代別 

      の人数や当事者ニーズを把握し、障害福祉施策の検討及び 

支援体制構築の基礎資料とする。   

実施方法  千葉リハビリテーションセンターに委託し実施 

調査内容  別添「調査カード」のとおり 
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